
〇〇専門委員会　実践レポート　　
〇〇学校　名簿番号〇〇　名前　　　　　　　　　　　

１　議　題（題　材・活動名・行事名）「　　　　　　　　　　　」（第○学年・○月）
　　　　　　ア　○○・・・・・・・・・・・・・・・・○○

２　活動（指導）のねらい　（学校行事は行事）
（１）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～育てる。　～育む。等
[bookmark: OLE_LINK1][bookmark: OLE_LINK2]（２）
～育てる。　～育む。等
今回の実践と研究主題との関連や、下記の育てたい資質・能力や手立てを設定するにあたっての意図や説明等を記述します。

３　研究主題に迫るための構想



本実践で育てたい資質・能力や研究主題に迫るための手立ては２～３程度設定してください。２ページ目に本実践のどこで、どの手立てを講じたのか、明記します。
※今年度の研究主題である「多様な他者と協働する」ために育てたい資質・能力を設定します。






【本実践で育てたい資質・能力】
【　　　　　　　　　　　する力】　　【　　　　　　　　　　　　　する力】

【研究主題に迫るための手立て】
手立て①　

手立て②　



４　評価の観点と評価規準
	よりよい生活を
築くための知識・技能
	集団や社会の形成者としての思考・判断・表現
	主体的に生活や人間関係を　　よりよくしようとする態度

	




している。
	　




している。
	　各学校において作成されている評価規準を記入します。
※本実践だけでなく年間を通しての評価規準





している。





５　指導の実際
（１）事前の指導（学校行事は活動）

〇子供たちの活動の様子がわかるもの（活動の写真やワークシート等）があると実践の様子が伝わりやすいです。
〇事前・本時・事後の活動の内容については、今回の実践で特に力を
入れた部分を詳細に記述します。








（２）本時の指導（学校行事は活動）

【手立て①】○○・・・・・・・・・・・・・・・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・○○



　指導等によってどのような資質・能力の育成を促すのかを明記します。

【資質・能力】
　目標を達成するために他者と協力する力




◎ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・実践している等。　　　　　　　　　　　　　（思考・判断・表現）【観察・ワークシート】
指導や活動に対する評価について記述します。
（児童生徒の行動や姿、評価の観点、評価の方法）




（３）事後の指導（学校行事は活動）

【手立て②】○○・・・・・・・・・・・・・・・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・○○



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
◎・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・している。（主体的態度）【観察・ワークシート・観察】
　ねらいにどの程度近付くことかできたのかについて評価します。
手立てに対する成果を〇、今後の課題を●として記述します。

６　成果と今後の課題
　○

　●

※このような形式でレポートをまとめていただくと、育成を目指す資質・能力や成果が明確になります。あくまでも例ですので、ご自身でまとめやすいように工夫していただいて構いません。書き方については過去の研究集録も参考にしてください。
2

